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特別な支援を必要とする子どもたちの発達の理解と

実践トータル支援活動

基調講演浜田寿美男氏

特別な支援を必要とする子どもたちの発達と「生きるかたち」

－発達障害を発達的に捉えるために－

＜京都の発達研究会について＞ }ま、名前の上では発達を考えているはずだという

ふうに思われると思うんですが、だけどどうも

"発達障害'’が発達的に考えられていないという感

じを大変強く持っています。なぜかというと、発

達的という言葉自身がどういうことなのかという

ことを、あまり私たちの中でうまく了解されてい

ないのかなという気がしていて、あえて最近は発

達的に考えるという言い方ではなくて、形成的に

考えるという言い方をしています。ちょっと言い

方を変えると違う視点が見えてくるかなあと思っ

て、形成ということにすごく自分の中でこだわっ

ています。

発達障害を発達的に考える。言い換えれば形成

的に考える。いろいろ私たちが困る。関わってい

て、ここがこうなったら楽なのになあということ

がいろいろ出てくる。いわゆる症状とか障害と呼

ばれたりしますけれども、それを単にその脳の中

のある一部が損なわれているのでそれがうまくい

かないんだというかたちで、脳の部位と症状ある

いは障害を１対１の対応で考えるような発想じゃ

なくて、症状・障害が形成されてきたものだと考

える。１対１の対応で脳メカニズムと対応するほ

ど簡単なものじゃないということです。

定型発達という話も先ほど出ましたけれども、

定型発達という言い方をしたときに、すでにもう

発達論を離れてしまっているんじゃないかってい

う気が私はします。ひとつの決まった流れにみた

発達研究会は始まったのがだいぶん前なんです

ね。私が20代の後半でした。私が60になりますの

で、３０年余りやっている。よくやってるなあとい

うふうに思うんですが、あまりきっちりした集ま

りじゃなくて、規約とかももちろんありませんし、

呼びかけだけして集まりたい人だけ集まる。それ

で発表者は事務局の方でひいひい言いながら誰か

を決める。こういうかたちでやってますので、お

互い誰かも名乗らない。だから一見さんで入って

きても誰かわからないという状態で進めてきまし

た。そういう集まりがよく続いたなあというふう

に思っております。オールドメンバーがそのまま

残っているということで、もちろん若い人たちも

一緒にやっていただいてますんで、本当にありが

たいなと思います。そういう御縁でこちらに載せ

ていただくということにもなって、ここでどうい

うことをお互い共有し合えるのかなと思いながら

この場所にいます。

＜"発達障害"とは何か＞

最近、“発達障害''ということが盛んに言われて

いるのですが、“発達障害"は、はたして発達的に

考えられているのか、というところを考えてみた

いと思っています。つまり"発達障害,Ⅲという以上
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初は、母親の卵と父親の精子の合体した一つの受

精卵として始まった。つまり単細胞から始まった。

そこからスタートした人間が、ここまでややこし

い生き物になっているんだというふうに見る。こ

れは非常に素朴に言っているわけです。逆に言う

とできあがった方から見るのではなくて、ゼロか

ら見ていく。受精卵のところから見ていくという

発想をどうとれるか。

ですから私たちが考えてきたことは、当たり前

だと思っていることをいったん疑うという姿勢。

そのことからスタートしないと、形成論というの

は取れないということになりますね。できあがっ

たかたちになるのが当たり前だという見方をして

しまいますと、結局そのできあがる過程を見ると

いう話になっていかないというふうに私は思いま

す。

いなものがあって、それをたどることが正常な、

まともな人間に育っていく道筋なんだというよう

なニュアンスをどこかで持ってしまっている。定

型発達と呼ばれている、つまり問題を周りからは

指摘されないような子どもたち、あるいは大人た

ち、いずれもやはり形成はされてきている。その

形成されてきているという視点で改めて見直して

みる必要があるんじゃないかと思っています。

＜形成的に見るということ＞

発達研は30年ほどやってきているということに

なりますが、その中で私たちが共有してきたこと、

それはあえて言葉にはしてこなかったですけれど

も、おそらく発達的1こものを見ようということだっ

たと思うんですね。今言い換えた言い方ですと、

形成的に見ていくということだと思います。です

から私たちは、必ず症例を軸にして議論するとい

うことをやってきました。だから人間の現象とし

ていろいろな現象があるわけです。障害という現

象もあれば、そういう形で指摘されない現象もあ

ります。それをすべて形成的に見ていく。

どういうことなのかというと、基本は人間の現

象をとにかく見つめるという作業です。その見つ

めるときに、見つめ方があるだろうと思うんです。

それが形成的ということになるんですが、例えば、

私たち、子どもを見つめる側の大人たちは、いわ

ばできあがってしまっているわけです。生物学的

にいうと完成体、完体です。完成してるというと、

よっぽど立派な人格が完成したようですけれども、

そうではなくて、一応生き物としてはできあがっ

てしまった。できあがってしまったところを生き

ていますと、できあがった状態で当たり前だと思

う世界を描いてしまうんですよね。

定型発達ということもそうだと思うんです。流

れをたどって、もううまくいっている人を見ると、

ああこうやっていっているじゃないかっていうふ

うに見てしまう。そういう一つの完成した姿を描

いてしまう。（定型発達ということは）そこを当

たり前として考えるんだけれど、形成的視点って

何かというと、非常に極端に言うと、人は最初は

卵だったということです。つまり受精卵からスター

トしている、あらゆるすべての人間が。誰もが最

＜当たり前のことを疑う～重度の子どもた

ちとの出会い～＞

重度の子どもたちとの出会いの中で、目を開け

ているのに物を見ていないように見える子どもさ

んに出会いました。目だけじゃなくて、声をかけ

ても振り向いてくれない、抱っこすると、どうも

触感が嫌なようで、できるだけ接触面を小さくし

てしまう。ほとんど取り付く島もないというお子

さんに出会った。これはもう私たちにとってすご

いショックでした。そういう子どもたちに、もっ

と小さい時から出会ってしかるべきだと私は思う

んですけれども、今の日本の学校というのは障害

を持っている人と持っていない人が別学体制をとっ

てますから、私たちは出会う機会がなくて、僕も

だから20代の後半に初めてそういう重度のお子さ

んに出会いました。目を開けているのに物を見て

いないっていう子どもさんに出会って、すごくショッ

クだったと同時に、当時その子どもを見て僕らが

言っていたのは、私たちは外の世界のとの関わり

の中で生きていますから、いわば外の世界の窓を

開いて生きているわけですよね。ところがその子

を見ていますとね、目を開けても物を見てません

し、声をかけても振り向いてくれないし、抱っこ

しても抱きついてくれないというようなかたちで、

世界に対する窓が開いていないというような気分
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を味わわされて、じゃあどうやって窓が開いてい

くんだろうかっていうことを、とにかくゆっくり

追っかけてみようということでやり始めたほんと

に最初の頃のケースなんです。２歳から始まった

んですけれども、２歳の時に全くそういう状態じゃ

ないお子さんが、目を開けているのになぜ物を見

ないんだろうかと私たちは思いました。この問い

というのは誰もがそういうお子さんに会えば思う

と思うんですが、目を開けているのになぜ物を見

ないんだろうかという問いを立てるということは、

目を開けたら物を見るのが当たり前だと思ってい

るということなんですね。そういう問いを誰もが

やってしまうわけです。

ところがそのお子さんと月に2回ぐらいプレイ

ルームでお出会いして様子を見せていただく中で、

最後にいつも追視の検査をしてたんですけれど、

赤いビニールのわっかを紐で吊るしただけのすご

い単純な道具ですけど、その赤いわつかを胸元３０

cmほどのところに差し出したときに見るかどうかっ

ていうものですね。発達検査上は２，３カ月とい

うところでしょうけれども、右に90度眼で追うか

どうか、左に90度追うかどうか、180度追えるか

どうか、上にやって追うかどうか胸元にやって追

うかどうかっていうことで、視野を全部目で追う

かどうかというかたちのテストがるわけなんです

けれども、それを毎回試していったんです。けれ

ども、１月２月３月４月経っても全然変わらない。

親御さんもいらっしゃるんですけれども、親御さ

んも「今日も変わりませんねえ｡」というかたち

で、月日が経って行きました。結局10カ月経って、

２歳10カ月のときに、そのときはたまたま検査道

具がなかったもので、これが良かったのかもしれ

ませんけれども、別に発達検査で発達年齢出そう

というわけではないので、代わりの（もの）は何

でもいいだろうと探したら、運動会に使う玉入れ

の赤い玉があったものだから、それでやりましょ

うかということになって、その子どもが仰向けに

なっているところで、胸元30ｃｍのところに赤い

玉を差し出したら突然見始めたんですね。びっく

り仰天したわけです。「見てる！」って。お母さ

んもびっくりした。初めて見るようになった。大

騒ぎになって、右に左に動かすと目で追うわけで

す。上も追う下も追う。「わ_！」って言って騒

いでいるうちに、赤い玉がそれたんですね、視野

から。そしたら寝返りまでした。びっくり仰天し

たわけです。

びっくり仰天したとたんに思ったのは、どうし

て見るようになったんだろうということだったん

です。何で見るようになったのかと考えてもわか

らないわけです。これはどういうきっかけでとか、

どういう原因で見るようになったというのは、も

ちろんわからないわけです。たまたま本当にその

とき突然でしたから。それだけじゃなくて、さら

に目を開けて外のものを見るというのは一体どう

いうことなのだろうかと考えたわけです。普通あ

まり考えませんよね。目を開けて外のものを外の

ものとしてみるなんていうことは、なぜなのだろ

うかなんて思わないわけです。当たり前すぎるか

ら。それで、実は考えるとよくわからないんです

ね。

ご存じのとおり、目で物を見るというのは外の

光の刺激がレンズを通して屈折して小さい光の像

になったものが網膜の上に落ちる。それで網膜と

いうのは神経細胞を張りめぐらせたものですから、

そこに光の刺激が落ちることで、それが神経イン

パルスに変換されて視神経路を通って後頭野に行

くという、こういう話なんです。そういう構造を

描いたときに、それじゃあ何で人は網膜の上}こも

のを見ないのか。最初に受け止めているのは網膜

なんです。網膜の上にちょうどテレビの受動機が

張り付いているような状態ですね。見えてもよさ

そうに思う。なんで外に見えるんだ。外に見えるっ

ていう根拠はどこにあるんだっていう話に、理屈

の上ではなるんですね。わかりますか。こんな庇

理屈ばっかり言っているわけですけれど。結局ね、

こういう話をぐじやぐじやしていると、もうそれ

だけで時間が経ってしまうんですけれども、よく

わからない。よくわからんけども、私たちは目を

開けて外のものを見るということをやっているわ

けです。

奇跡のようなことが起こっている。私たちは、

その当時言っていました。これは一種の奇跡では

ないか。普通奇跡というと、世の中で起こりよう

のないはずのことが、神の力によって起こるみた

いなかたちを、奇跡って言いますけれど、そうい

う奇跡じゃなくて、私たちが現にやってしまって
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本当に亡くなる直前なんですけれども、目を明け

ていても目が合わないわけですね。見ている目じゃ

ないんです。目を開けていて、見えない、外のも

のを外のものとして見ないということが、私たち

の人生の最初と最後にある。人生の最初と最後だ

けじゃなくて、たったこういう場所、今のような

場面でもある。時々目を開けていて、見てない目

になる人がいる。わかると思いますけど、先生な

んかしていたら、子どもがお昼ご飯の後の耐えて

いる顔を見ていますと、目を開けているのに見て

いない目にスーツと戻っていく。あの瞬間ってな

かなか面白いなあって思います。私も大学でいつ

も味わいながら思ってますけれど。あれはだから

外のものに対する向かう力を失う瞬間なんです。

言えば大仰ですけど、そういう瞬間がやっぱある

んですね。

私たちが、その瞬間をあんまり気がつかないの

はなぜかというと、普段私たちは目をつむってか

ら眠るようにしているからなんです。ところがそ

ういう場面だと、目を開けたまま、目を開けとか

ないといけないという問題意識のもとに頑張るん

だけれど、意識の方が先にいったときに、手続き

が逆になったものですから見てない目になる。私

たちもだから日々向かう力を夜失い、また朝嫌だ

なと思いながらも向かう目をして起きているわけ

です。こういうふうに考えると、私たちが大人と

して当たり前だと思っているところから発想する

のではなくて、ゼロから始まって、例えば向かう

力っていうものも形成されてくるものだと見たと

きに、人間の現象をそこから立ち戻って見るとい

う姿勢が大事じゃないかなあという気がしている

わけです。

いる現象・行為そのものが、実は説明をしていこ

うとするとわからなくなる。そういう奇跡を、い

わば私たちは生きている。ただし奇跡が起こらな

いことがある。奇跡が起こるについては条件があ

る。私たちの身体の支えでもって、初めて外のも

のを外のものとして見えるという構図ができあがっ

ているんだろうと思うんです。奇跡があるとすれ

ば、奇跡を支えている何か、身体の側のメカニズ

ムがある。身体の側のメカニズムがあるとすれば、

身体っていうのは生ものですから、壊れることが

ある。うまく整わないことがある。とすれば、外

のものが外のものとして見えないっていうことも

当然あっておかしくない。そういうものとして私

たちの奇跡があるのではないかというふうに、そ

の当時考えていました。

そういう当たり前のことをいったん疑って見る

ことで、現に目を開けて物を見ない子どもがいる

わけですよね、その子どもがどんな世界を生きて

いるんだろうかっていうことを考えようとすれば、

その子の視点に立たなきゃいけませんね。その子

はじゃあどういう世界を生きているかというと、

わかりませんけれども、少なくとも私たちがこう

して生きている世界とは違います。極めて重い特

別な子どもだけがそういう問題を抱えているかと

いうと、そうではなくって、私たちだって産まれ

て最初２，３カ月は、目を開けても見てないとい

う目をしているときがあったわけですよね。生ま

れた最初は誰もが外のものを外のものとして見る

という状態じゃないところからスタートしている

わけですね。

＜外のものに向かう力＞

私たちはそれを「向かう力」という表現をしま

したけれども、外のものに向かうっていう力は、

奇跡のようだけれども整わないことがある。そう

いう目で見ますと、私たちは最初の頃、外のもの

を外のものとして捉えることができない。つまり

向かう力を十分持っていないところからスタート

している。やがて死ぬ時、また見ている目じゃな

いところに戻るんだなあって思います。私、父親

が死ぬ時に思いましたけれども、目が眼球になる

なぁということ、まだ生きているんですよ。もう

＜形成的な視点で記述することの必要性＞

発達障害の問題を、ここが問題だ、あそこが問

題だというかたちで症状として取り出し、それを

障害として位種付けるということが行われていま

す。確かにその子どもたちは、しんどさ持ってい

るわけです。しんどさを持っていますから、そこ

を何とかしたら楽になるのになあということを私

たち自身も思うわけですが、だけどそのことを脳

の中のここがこうなっているからということで考
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えるんじゃなくて、誰もがどうしようもなさを抱

えているわけです。２歳10カ月まで、外のものを

外のものとして見えなかった子どもっていうのは

そういうところを生きていたわけです。そういう

ふうに見ますと、発達の障害、あるいは症状とい

うものを形成的な視点で記述するということがやっ

ぱ必要だと思うんです。

注意とか集中力とか簡単に言ってしまうんだけ

ど、そもそも注意って何なんだっていうことを考

えないで、注意が欠けている子どもがいるという

言い方は違うんじゃないかと思います。それを図

地文節の共有という言い方をしたからっといって、

何がわかったわけじゃないかもしれませんけれど

も、そういうふうに言うことで、少し違うことが

見えてくる。そういうことがあるような気がして

いるんです。

私たちなりにどうやって記述できるかっていうこ

とが最大の問題だということになりますし、実際

のケアをしていく場合にもそういう症状形成の仕

方、あるいは行動形成の仕方次第で関わり方って

やっぱり変わってくると思うんですね。

＜歩行世界とコミュニケーション世界～１

歳代の子どもの行動形成～＞

時間がありませんので一例だけあげますと、非

常に素朴な行動形成の具体例をあげさせていただ

きたいんですけど、すごい素朴な話なので、「な

んだ」と言われるかもしれませんが、例えば歩行

世界とコミュニケーション世界がありますけれど

も、人間の赤ちゃんは歩き始めるのとしゃべり始

めるのが、ほぼ同じ時期ですよね。おおよそ１歳

くらいなんです。歩行と言葉ですから全く違う領

域のように見えます。もちろん機能的には違うと

ころが担ってますので違うわけですけれども、だ

けどこれが、ほぼ同時に出てくることで１歳代の

子どもたちの行動形成っていうのが、楽にいくか、

それともしんどくなるかということが、変わるん

じゃないかということをすごい素朴に描いていま

す。

つまり片方の側が視線の能力の停滞があって、

歩行が開始される。もう片方は言葉以前のコミュ

ニケーションがさまざまにあって、例えば声をか

け合うっていうのもそうですし、目が合うってい

うのもそうですし、お互いに物を受け渡しするっ

ていうのもそうですし、まねっこするのもそうで

すよね。そういうかたちの言葉以前のコミュニケー

ションがあって、その上に言葉が形成されていく。

つまりそれまで意味をなさなかった、これってい

うかたちの特定の意味をなさなかった声のやり取

りが、意味をもったかたちでやり取りされるよう

になるというのが１歳前後ということになるんで

す。

これがほぼ同じ時期に出てくるんですが、これ

がほぼ同じ時期に出てくることには、行動形成上

意味がある。なぜかというと歩行が形成されると

いうことは、実は歩行世界が広がるということな

んですが、歩行っていうのは単なる移動ではない。

パチンコ玉を転がしたみたいなかたちで移動する

＜発達の障害なのか、発達上の障害・症状

の形成なのか＞

発達というものの障害なのか、発達上に何らか

のハンディ・障害が形成されているのかという目

で見なきゃいけない。すごい素朴な話をしますと、

例えばダウン症の子どもたちが染色体の異常です

から21番目のところがトリソミーになっている。

原因ははっきりしていますけれども、じゃあその

子どもたちが、どういう身体を形成し、どういう

精神現象を形成するようになるのかということは、

あくまで形成の目で見ない限り見えてこないです

よね。ダウン症という原因がはっきりしているそ

の子どもたちが、実はその原因から出発してどう

いう器官形成、身体形成がなされているのか、ど

ういう精神現象が形成されていくのかという目で

見ていくことの必要性っていうことをちょっと考

えればわかると思います。

例えば、発達障害と呼ばれている子どもたちも、

どこに原因があるかということは、本当はよくわ

かっていないわけですね。注意力の障害だと

ＡＤＨＤなんかは言われますけれども、それがそ

もそも一次的障害といっていいのかどうか、とい

うことも僕は問題になっているんじゃないかと思っ

ているんですね。そういうふうにみていきますと、

結局その行動形成のかたち、症状形成のかたちを
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ことを歩行とは言わない。人間にとっての歩行と

は何かというと、行き帰り、往還なんです。つま

り行ったら帰ってこないといけないわけです。行っ

て帰ってくるという歩行世界をつくりあげる。行っ

て帰ってくるということがなければ、歩行という

ものは全うできないはずなんですけど、行って帰っ

てくるということは帰る場所があるということ。

あるいは行くべき最初のスタートとしてのホーム

があるということです。歩行が形成されるってい

うのは歩行が開始されるその時に、同時に往還の

世界にそれが繋がっていくためにはホームがなけ

ればいけない。ホームって何かっていうと、基本

的には自分の居場所であるわけです。それは場所

である以上に人との関係です。ですからお母さん

との関係、お父さんとの関係、身の回りの人との

関係の軸が片方にあって、初めてホームがあると

いうことになりますし、行き帰りということが成

立するということになります。

その行き帰りがあることで、歩行の世界が安定

したものになることと合わせて、実は言葉の出現

の方も、なぜ言葉が出現するかというと、身の回

りで言葉をしゃべる人がいれば、それをそのまま

具体的に頭の中にインプットするわけじゃなくて、

言葉以上にもっとコミュニケーションの段階から

既に周囲の人との間の対人的な関係があって、そ

れがペースになって言葉っていうものが成立する

ということになるはずです。そうしますとこの歩

行の開始にも言葉の出現にもいずれにも、いわば

対人的なホームの形成ってことがあるということ

なんです。それでもって初めて、私たちはこの1

歳代のスタートをいわば順調に歩みだすことがで

きるというふうになっているのです。

ところが、よくご存じのとおり自閉的な障害の

子どもたちはこの時期から問題があるので、なに

かというと姿勢運動面での育ちが順調にいくのに、

対人的な関係の部分に難しさをもってしまう。そ

ういう偏りが出てきます。そうしますとホームが

形成されていないのに歩行・運動ができるように

なる。そうすると結局行きっぱなしになる。行きっ

ぱなしになる子どもたちが少なくない。子ども連

れて買い物に行くとすぐ迷子になる。迷子になっ

たたいていの子は捜し歩いたらもう子どもはわん

わん泣いて、お母さんにすがりついてくるのに、

この子たちは平気で普通の顔をしている。そうい

う状態が、結局、行動形成上の問題として出てき

ている。すごい些細な話ですけど、こういうことっ

ていうのはおさえておく必要がある。

＜ほとんどの人ができていることを考える＞

比噛的に聞こえるかもしれないですけれども、

例えば小学校1年生の子どもが与えられた机の前

に座っているということはどういうことなのか、

そういう行動形成は一体どうなって可能なのかと

いうふうに考えれば、同じようにこれを注意力が

散漫なので座れないんだという言い方で単純には

言えないっていうことに、そういう単純な言い方

では理解できないということに気付いていくので

はないかと思うんです。

多くの子どもたちは座っていて、わずかな子ど

もたちは座れないので、何でこの子は座れていな

いんだろうとなりますけれども、じゃあどうして

多くの子どもたちは座れているのかと、座れてい

るのはおかしいじゃないか。おかしいじゃないか

とは思わないですけど、座れる方がたぶん楽だと

思いますけど、「なんでだ」と考えるとこれはそ

この部分を見ていかなければいけないと思うんで

すね。発想が逆になることに気がつきますよね。

できない子どもたちが、何でできないのかという

のに対して、できている子どもは何でできている

んだ、こういう話なんです。行動形成を記述する

ということはそういうことだと思うんです．

そうやってみますとね、結局、定型発達みたい

な発想でしますと、定型発達からどう歪んでいる

のか、どうはずれているのか、どこが足りないの

かっていうかたちで、基本的に全部マイナスで考

える。だけど形成の過程の中ではマイナスはない

わけです。もちろん途中で事故にあったりして機

能を失うことはある。育ちの過程の中で、つまり

形成過程ということで見たときにマイナスはない

はずなんです。全部プラス。プラスという言い方

も変ですけど、何かが加わって展開していく過程っ

ていうふうに見ていくとすれば、なぜできないの

かっていう以前のところで、なぜ私たちほとんど

の人はできているのかっていうので見ていくって

いうことが基本ではないかと。これもう言い方を
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ひっくり返しただけに聞こえるかもしれませんけ

ど、そういうことを言うことで、少し見えてくる

ことがあるような気がしているわけです。

いますが、赤ちゃんはそれを何だということは初

めて見てわかるはずがない。最初から、これはこ

ういうふうに振る舞うべきものなんだとわかって

いるものは、ほとんどない。例えば、お母さんの

乳房とか哺乳瓶とか}ま口にくわえさせますと吸っ

てくれますから、最初からそれは振る舞い方を知っ

ていると言っていいかもしれませんが、そういう

きわめて例外的なものを除けば、私たちの身の回

りの物は、ほとんど人間の文化で作られたもので

囲まれているわけです。したがって最初にこれは

こういうものだとわかるということはあり得ない

わけです。そうだとすると最初これがこういうも

のだということが、ほとんどわからないものに囲

まれたところで生まれた赤ちゃんが、やがて身の

回りのものをすべて意味で張り巡らせて生きるよ

うになる。形成というかたちでいってきますと、

それはどうやってできるんだということが問題に

なりますよね。

とりわけ自閉症の子どもたちとの付き合いの中

で考えてきたことが0'三項関係Ⅲというふうに名づ

けてきたものなんです。もともとハンス・ウェル

ナーっていう人の「シンボルの形成」っていう本

の中で"共有状況''、シェアード・シュチュエーショ

ンでしたか、そういうかたちで、人と人とが何か

を共有するという関係っていうのが言葉の軸とし

て機能しているんだということを言ってますけれ

ど、そこに根がある話なんです。

三項関係ということがこの意味世界の形成って

いうことに対して極めて重要な意味を持っている

のではないかということで、いろんな前提一切抜

きで話をしてますけれども、人は誰かと何かを一

緒に見るということができます。一緒に見るとい

うことができる生き物がどれくらいいるんだろう

なあという気がしますけれども、サルとかチンパ

ンジーでもあまり頻繁には見られませんよね。猫

とか犬とかIま人と一緒に何かを見るということを

やるかどうかあんまり見ないように思うんですが、

人間という生き物は一緒に見るということができ

ますよね。おそらく生後５，６カ月くらいから出

始めることだと思います。

一緒に見るとはどういうことなのかと考えます。

そうするとね、一緒に見るということがどういう

ことかとわかりやすいようにということで、よく

＜意味世界の形成＞

３枚目の図（『｢私」とは何か』浜田寿美男箸講

談社選書メチエpl53、pl58、pl95）のところだ

けは、よくわからないと思いますので説明したい

と思います。これは意味世界の形成っていう、こ

れも一例としてあげているわけですけれども、い

ろんなものが身の回りにありますけれど、私たち

はもう大人になっていますから、すべてのものを

これはこれだってわかって生きてるわけです。例

えば今、座っているのは椅子です。足元にあるの

は床ですし、手をついているのはテーブル、手に

持っているものは鉛筆だったりシャープペンシル

だったり、上には天井があって、蛍光灯があって、

向こうにはカーテンがあって壁があって、身の回

りを私たちはすべて意味で張り巡らせて生きてい

るわけです。価値のないものはありますけど、意

味のないものはない。意味って何かと言いますと、

そのものに対する振舞い方です。平たく言うと、

これに対してはこう振る舞えばいいっていうのを

わかっているのを意味って言います。

ですからゴミにも意味がある。ゴミを見つけれ

ば、ゴミはゴミ箱にという振る舞い方を知ってい

る。もちろんそれを無視する人もいるのでゴミを

見つけると面倒なので無視するというやり方を覚

えている人もいるわけです。それも一つの振る舞

い方。ごみに対する振る舞い方。そういう振る舞

い方がわかっているものだらけで、安心して生き

ているわけです。身の回りのものにはすべて意味

がある。じゃあその意味の中で、生まれた最初か

らこれはこうだってわかっているものがあるか。

産まれて初めて鉛筆を見た赤ちゃんが、鉛筆が鉛

筆とわかるか。それはわかるはずがない。初めて

コップを見た赤ちゃんがコップがコップだとわか

るか。それはわかるはずがない。ただキラキラ光

る向こうのものが少し歪んで見える透明な物質と

しては見えるかもしれませんけれども、それが、

コップはビールを入れて飲むようなものだと、そ

ういう振る舞い方を私たちは当たり前だと思って
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さんをまだお人形さんとして扱ってはいない、そ

ういう振る舞い方を見て、この子はそういう楽し

み方をしているんだねっていうかたちのなぞり方

をします。

そういうことからスタートして、今度はお父さ

んにしてみました。車を見たお父さんないしお母

さんが、車だとわかりますから、一応おもちゃの

車です。おもちゃの車を見ると車らしく振る舞う。

車として見立てて、床を道路にして、そこを走ら

せる。あるいは、荷物を乗せて運ぶ。運転手さん

を乗せる。そんなことをして遊びます。つまりお

父さんは意味世界の中を生きているわけです。こ

の図（『｢私」とは何か』pl95）に表しています。

お父さんは身の回りをすべて意味で張り巡らせて

いますから、どんなものがでてきても、そのもの

にふさわしい振る舞い方を、おのずとするように

なっている。そのことを子どももなぞってみると

いうことから、最初、車はただの物体でしかなかっ

たとしても、やがて、お父さんの振る舞い方をな

ぞることを通して、お父さんの意味世界、お母さ

んの意味世界が、自分の側に敷き写されてくる。

こういう過程をたどっている。

敷き写すっていう言い方をしていますけれども、

これは古いかなあという気がするんですが、私た

ちっていうと当たる人が少ないんですけれども、

皆さんの世代どうかわかりませんが、好きな絵が

あってですね、自分で描けないものだから上に薄

い紙をのせて、なぞって書くというのを、それを

敷き写すというとすれば、お父さんお母さんの意

味世界をなぞって自分の側に敷き写すというかた

ちで、意味世界を自分の中にくみ取っていくとい

うことが行われているわけです。これが先ほど言っ

た図地分節の共有のようなものなんです。三項関

係っていうのは別の言い方をしますと、図地分節

の共有ということです。車をちゃんと車として意

味づけて図地文節をし、その振舞い方をしている

お父さん、お母さんのありようを自分の中にくみ

取っていくことで、共有の図地分節が形成されて

いくということになっている。このことがあって

初めて、子どもは周囲のものをすべて意味で張り

巡らせて生きるようになるっていうふうになって

いるんじゃないかと思うんですね。

ですが例えば、自閉的な障害の子どもたちが－

似てるけどちょっと違うものを持ってくるとわか

りやすいんですけど、一緒に見るというのと、同

時に見るというのとは違うということを図（『｢私」

とは何か』pl53）で表しています。一緒に見る

と同時に見るは違う。同時に見るということは何

かというと、二人の人が、ここでは母親と子ども

にしてますが、母親と子どもが－つのものを見て

いる。だけど間に壁がある。従ってお互いがどこ

を見ているかはわからない。壁の上からのぞいて

いる人があるとすれば、上からのぞいて、お母さ

んが物を見ているな、子どもも物を見ているなと

いうことで、同時に見ていることを確認できます

けれども、こういうことを私たちは一緒に見ると

は言わない。ただ、たまたま同時に見ていると言

います。一緒に見るというのは、お母さんと子ど

もが物を見ている。見ているんだけれども、その

ときお母さんがその物を見ているときに、同時に

子どももその物を見ているだけではなくて、子ど

もも見てるなということをお母さんも見てる。子

どもの方は自分がその物を見ているだけではなく

て、お母さんがそれを見ているなというかたちで

お母さんが見ることをなぞっている。

そこで、あえて図で、お母さんが物を見るのを

Ａ、子どもが物を見るのをＢというふうにしまし

たけれども、例えばお母さんがその物をＡという

目で見れば、子どもは自分がそれをＢという目で

見ながら、お母さんはＡという目で見ているなと

いうかたちで、Ａｒというふうに書いてますけれど

もものの見方をなぞる。まなざしを向けるとい

う、視線をそこに向けるというだけじゃなくて、

見方もなぞっている。お人形さんをそこに物とし

て持ってくれば、お人形さんらしく見る。あるい

はそのものに対してお母さんはお人形さんってわ

かってますから、意味がわかってますから、その

ものらしく振る舞う。抱っこして見せたり、よし

よししてみせたり、哺乳瓶をくわえさせるところ

を見せたりというかたちで、お人形さんにお人形

さんらしく振る舞う構えを見せる。それを子ども

がなぞるというかたちで。同じようにお母さんは、

子どもがお人形さん初めて見て、まだお人形さん

をお人形さんとして扱うことができなくて、ただ

手を引っ張ったり、足を引っ張ったり、床にこす

りつけたり、ふらふらさせたりするだけ、お人形
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番苦手なのは、一緒に見るということなんですね。

一緒に一つのことを経験することが極めて難しい。

つまり図地共有の難しさを抱えている子どもたち

です。発達心理学の理論的な言い方をしますと、

ジョイント・アテンションが苦手ということにな

るんですが、発達研なんかでいろいろ議論してい

る中で言葉をこう言った方が分かりやすいかなあ

ということで、図地文節の共有と言おうと、つい

最近から思っているんですが。ですから自閉的な

子どもたちは図地文節の共有が難しい。結果的に

何が起こるかというと、意味世界を敷き写すこと

が難しいということになる。意味世界を敷き写す

ことが難しいということになると、共有の意味世

界をつくれない部分は一体彼らにとってはどうなっ

ているのか。鉛筆が鉛筆になる。コップがコップ

になる。電話帳が電話帳になる。当たり前すぎる

ことかもしれませんけれども、それがうまくいか

ない子どもたちが現にいるということ。その子ど

もたちと私たちは付き合っているんだと考えた時

に、その意味形成の問題として自閉症の子どもた

ちの世界の記述っていうことができるんじゃない

かなっていうふうに思うわけです。そこを大変に

苦労している。苦労しているのは現場の人たちで

あって、私は横からちゃらちゃら言っているだけ

であんまりやってないんですけれども、ある意味

でちょっと無責任な立場の人間かなあと思いなが

ら、だけど整理するのが自分の仕事というふうに

思ってやってるんですけれども。

そういうふうに見ていくと、例えば自閉の子ど

もたちの意味世界っていうのが、ひょっとしたら

意味で埋まっていないところがあるかもしれない。

私たちは全部敷き写してしまっていますから、周

りの人たちとほぼ共有の意味世界を生きているわ

けです。けれど彼らはひょっとすると埋めきらな

い、いわば無意味の世界を、無意味の海の上にい

くつか意味が通じるものが島のように浮いている

世界を生きているかもしれない。無意味の海の中

にいくつかの意味の島が浮いている。しかもその

意味の島も周りの人たちと共有できるものだとは

限らない。例えば朝から晩まで電話帳めくってい

る子がいるとする。電話帳っていうのは電話の番

号を調べるためのものなんですけれども、彼にとっ

ては独特の感触とか、空気の動きとかっていうこ

とを楽しんでいるように見える。そのことが彼に

とっては、そういう意味を持っているかもしれま

せんが、周りの人は共有できないわけです。

無意味の海の上にいくつかの島があって、その

島の中にもちろん共有されているものもあります。

例えば食事なんかの場面は、なんだかんだ言って

食べないと生きていけませんから、食事の場面は

共有してますし、そこのところで共通の意味を持っ

ているっていうことが当然ある。無意味の海の上

に意味の島っていう言い方をしますと、あまりに

も無意味のところが多すぎるイメージを持ちます

けれども、その広がり方がどこまでかともかくと

して、そういう状態だと考えれば、彼らがじゃあ、

無意味なものに出会ったとき、どういうふるまい

をするのか。意味が見定まらないものっていうの

はすごい捉えどころがない。

先ほどその知覚過敏、聴覚過敏の話をしました

けれども、自閉症の子どもたちは知覚過敏がある

と言われたりします。だけど知覚過敏という言い

方をする以前のところで、つまりほんとに刺激が

大きく受け取られすぎるっていうことなのか、そ

れとも別の要因なのかと考えたときに、知覚過敏

という言い方は過度にそれを大きくとらえてしま

うということに聞こえますけれども、そうじゃな

い可能生もある。つまり意味を見定めることがで

きないがために、そのことを脅威として感じてい

る。

図地っていう話でこないだ発達研の飲み会で話

題になった話を一つ上げますと、別に目の世界も

図地分節ですし、耳の世界も図地文節、触ってみ

るのも図地文節。だから今私たちが下着をはいて

いるとすれば、下着が触れているのが、触覚だと

思うんですけれども、だけどほとんど意識してま

せんよね。身体に触れているものっていうのは、

ほとんど意識していない。地に沈めているわけで

す。ところが寝るときにパジャマの首のところが

きつかったりすると、そこが浮き立ってしまって、

とにかく寝苦しいっていうことがありますけれど

も、その時は触覚が図になっている。

話題になった話というのが、キャベツを食べて

る時に、実はキャベツを口でほおばって食べます

とね、すごい音がしている。耳栓をしてキャベツ

を食べますと、どれくらい大きい音がしているか
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ないなあってある時から思い出して、子どもたち

の生き方、私たちの生き方っていうことでよく言

うわけですけれども、生き方っていうとね、どう

も選べる方が先だっていう気がするんですね。私

の生き方はこうだ。いろいろあってこれを選んで

るんですっていうふうに、選べる部分が前面に出

るような気がしまして。確かに選べることは大事

ですから、生き方を自分で主体的に選ぶというこ

とは当然、誰にでも保障されなければいけないこ

とだと思うんですけれども、片方で選べないこと

もあるよなあということを、もうちょっとちゃん

と見といた方がいいのではないかと思って。

「生きるかたち」って言っているのは、選べる、

選べないということを超えて私たちが引き受けざ

る負えないことがある。先程の話の中でもどうし

ようもないことがある。誰もが持っているはず。

障害とか言わなくたって、私たちはこうあればもっ

といいのになって思うけど、そうなれないってこ

とがありますよね。例えば、すごい簡単なたとえ

で、女だったらいいのになあと思うけど、女には

なれないとか。あるいは、もうちょっといいとこ

ろに生まれたら、もうちょっと気の利いたことも

言えるのになあとか、あるじゃないですか。いい

とこの坊ちゃんやお蟻さんを見ると、羨ましくな

るということがありますけれども、どうしようも

ないですよね。障害もそうです。どうしようもあ

るものもある。どうしようもあることだったら選

んで、どうしようもあるほうを選んでやっていけ

ばいいんですけれども、どうしようもないことが

ある。それを私たちが引き受けて、あるかたちを

作って生きているっていうふうに見た方がいいの

ではないかと思っていて、あえて「生きるかたち」

という言い方をしています。選べなさを認めなが

ら考えていくということが必要じゃないかなあと

思っています。

発達研のメンバーがおるのでしゃべりにくいん

ですが、最近、外へ出てしゃべる時に、「すごい

当たり前の発達の大原則を語ります」とかって言っ

て大ぼらを吹いていっていることがあるんですが、

当たり前すぎるので「えっ？」って思われるかも

しれません。だけど、当たり前すぎることを確認

したいと思っています。何かっていうと、人はど

んなふうに生きているのか。大冗談みたいに振り

といったら、驚くほどの音がしている。みんなで

キャベツを食べながら、耳をふさいですごい音が

するなあと改めて感激をしていただきました。私

はたまたま外耳炎があったときに、両耳の穴がふ

さがってしまって、食事をしたりする場面で、と

にかくロの中ですつどい音がしてるなあって気づ

いたのが初めてで、キャベツを食べる場合もそう

です。キャベツを食べる時に耳栓をするとすごい

音がしている。耳栓をはずしても実は音がしてい

るはずなんです。耳栓外したらキャベツの音が減

るわけじゃない。ところが耳栓を外したとたんに、

キャベツのものすごいパリパリという音が、背景

に沈む。外の世界が前景に出る。そうしますとキャ

ベツの音っていうものは、私たちはすごい大きい

はずのものなんだけど、背景に沈めてしまってい

るために全然抵抗がない。

そう考えると知覚過敏というふうに簡単に言わ

ない方がいいのではないか、というふうに僕は思

うんですね。そうすると図地分節の共有ができて

いない、あるいは意味世界を共有できていないが

ためlこものの正確な刺激の大きさをとらえるこ

とができないという現象として考えることも可能

なんじゃないか。そういう目でいったん見るべき

じゃないかと思っていまして、脳のどこかがおか

しくなっているので、知覚過敏になっているとい

うふうに言う以前のところで考えるべきだと思っ

たりしています。

そういうことで、次のところ言葉の形成なんか

も、なぜ言葉が身についていくのかと考えますと

ね、単に中学生が英単語を覚えるみたいにして、

Ｄｏｇは犬だということを対にして覚えているわ

けじゃないということが当然ながらわかってくる。

形成過程を追っかけることで初めて言葉っていう

のが私たちにとって何であるのかっていうことが

見えてくる。

＜子どもたちの「生きるかたち」＞

頭の方はセミナーのメインの企画のものとほぼ

一緒だと思うんですけれども、最後を「生きるか

たち」というふうにしました。普通あんまりこう

いう言い方馴染まないかと思うんですけれど、私、

｢生き方」っていう言い方、あんまりぴったりこ
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かぶって、人はどんなふうに生きているのか。答

えはあんまり大冗談じゃないんですね。人は身体

で生きている。身体で生きる以外にない。当たり

前ですよね。身体があるから生きているわけです。

身体で生きているとはどういうことかというと、

身体があるところで生きている。身体のあるとこ

ろってどこかというとここですよね。ここの今自

分の身体のあるところで人は生きている。もちろ

ん昨日も生きていました。昨日は自分の身体を腿

いていた昨日のここの今を生きている。明日もお

そらく生きているだろうと思いますよね。だいた

い当たるだろうと思いますけど、明日も生きてい

るだろう。だけど明日は、明日に自分の身を霞く

であろう、明日のここの今を生きている。それし

かないって思うんですね。

そんなこというと、刹那的に生きているんじゃ

ないか、そういうこと言いたいのかと思われるか

もしれませんが、残念ながら刹那的に生きられま

せん。たった今、ここでこうしていても、昨日あ

んなことしなけりやよかったと思い返したり、も

うちょっとで終わらないかんなあというふうに思っ

たり、もうちょっとしたら－杯飲めるかなあと思っ

たりします。人はなんだかんだ言っても、刹那的

には生きられない。つい明日のことを思ってしま

う。つい昨日のことを思ってしまう。ですから刹

那的には生きられないんですけれども、生きてい

るのはここの今。ここの今、自分の身体に手持ち

にしている力を使って生きている。当たり前です

よね。自分の身体に今ある力を使って生きる以外

にないわけです。

もうちょっと皮肉な言い方をしますと、今日で

きることが、明日できるようになったかもしれま

せんね。私たちはもうほとんどないかもしれませ

んけれども、ちっちゃい子だと今日はできないけ

ど、次にはできるようになっているということが、

いっぱいあるだろうと思います。今日はできない

けど明日、明日っていうのはもちろん比噛で言っ

ていますので、１０日先、１月先、半年先、１年先

かもしれません。その比噛をこめて、明日できる

ようになることがあるかもしれません。だけど、

明日できるようになるかもしれない力で今日を生

きるわけにはいかない。当たり前ですよね。つま

り少なくとも、手持ちの力で生きる以外にないの

ではないか。もうちょっと裏返しますと、今でき

ないことがある。できないことがあったらどうす

るかといったら、できるようにするというのが学

校的発想ですね。私たちは、そういうふうに馴染

んでしまっている。できなければ、できるように

する。だけどできるようにするって、できるよう

になるまで、できやしないわけです。できやしな

い今どうするかと言っているわけです。できやし

ない今どうするかと言ったら、できないことは適

当にやりくりして生きています。そんな生き方し

かできやしないということなんです。当たり前の

ことです。人は手持ちの力を使って今を生き、で

きなさは適当にやりくりしながら生きている。そ

うやってやってるうちに次の力が出てくるかもし

れない。出てこないこともある。そういうものだ

と私は思うんですね。

問題は学校的発想だと、どんな力を身につけさ

せたらいいんだろうかと、力を身につける方ばっ

かりいっちゃうんだけど、そうじゃなくて私たち

が、今手持ちにしている力を確認して、この子ど

もはこんな力を持っているんだなと思えば、持っ

ている力をちゃんと使えるだけの機会や経験を提

供しているかどうかだと思うんです。そういう目

で見るべきじゃないかということなんです。手持

ちの力を使える機会を十分に提供していれば、結

果的に次の力は必ず出てくる。それ以外の力ので

てき方はないと私は思います。だから力を身につ

けて将来を安定した生き方にしようという善意の

ありようは、子どもたちに対して、とことん"今

はだめなんだ，，というメッセージを与え続けるこ

とになりかねない。むしろ今の手持ちの力をちゃ

んと使えて本人が良かったとか、面白かったとか、

あるいは自分がやったことで相手が喜んでくれた

とかね。

＜相手が喜んでくれたら嬉しい＞

実は喜んでもらう体験というのが大事で、子ど

もたちはみんな自分の力を身につけていくことだ

けが目標になっているようです。しかし、自分の

力が身についたら自分のためになりますが、人間

という生き物は非常にけったいな生き物で、自分

の力で何かをやって自分のためになったら嬉しい
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ということは、もちろんですが、同時に自分の力

で何かやって、人が喜んでくれたらうれしいとい

うふうに思う実に不思議な生き物です。他の生き

物はちょっと思いつかないわけです。自分の力を

使って何かをやって、相手が喜んでくれたら嬉し

いというのは。もちろん親鳥は雛に餌を運んでき

ますけど、あれは喜んでるからっていうことじゃ

ないと思うんですね。ある種の本能なんだろうと

思います。私たち人間は、自分が何かやったこと

で相手が喜んでくれると嬉しいっていう生き物な

んです。

褒めるっていう話が出ましたけれども、褒める

というよりは喜ぶ方が大事なんじゃないかなって

思うんですね。周りの人がね。子どもが何かやっ

てくれて嬉しいなあとか、びっくりしたなあとか、

そのことが僕は非常に大事なんじゃないかと思っ

ています。褒めるというと、ここを褒めてあげよ

うみたいなことがどっかにあって、それにうまい

こといったら、あるいはそこまでいかなくても褒

め殺しをするみたいな話になってしまうところが

あって、ちょっとせこいかなという、手段として

使ってもいいんですけれど、ほんとのところはやっ

ぱり、周りがそのことで嬉しいというのが大事だ

と思うんですね。

例えば、お母さんが病気で倒れて、いつも食事

の用意はお母さんがやる。だけどお父さんもいな

くてどうしようもない時に、年長さんくらいの子

供でも何とかしないといけないと思う。なんとか

しようとする。おにぎりを作ろうとしたり、お粥

さんっていうものを覚えていればお粥さんをお母

さんに聞きながら作ろうとしたりして、曲がりな

りにも出来て、お母さんところに持って行って、

－口食べておいしいと言ってくれたら、それが嬉

しい。相手が喜んでくれるのが嬉しいという感覚

は、ちっちゃい時からあるんですね。子どもがもっ

と自分より小さい子と遊んで相手を喜ばせるとい

うのは大好きですよね。そういうことをもっと考

えてもいいんじゃないかなあ。自分の力を使って

自分のためになるだけじゃなくて、人を喜ばせるっ

ていうことを。今日、話題になっている子どもた

ちも褒めてはもらえるけれど、喜んでもらえるっ

ていうのは少ないのかなあって気がしてしょうが

ないんですね。そのへんのところを私たちはも

う少し考えていく必要があるかなあっていう気が

しています。

私たちは誰もがどうしようもなさを抱えていま

す。どうしようもなさを抱えながら生きていく、

そのへんを私たちもつと積極的に見ていかないと

いけないなと思います。

＜できなさを引き受けて一緒に生きる＞

最後にこの話をしているといつも思いだすんで

すけれども、重い自閉症の親御さんで、1960年代

に生まれたお子さんでしたので、まだ自閉症って

いうものが珍しかった頃です。ほとんど自閉症な

んか聞いたこともないという中で、学校に入ると

きも自閉症なんて誰も知りませんでしたので、そ

のまますっと入っちゃって、お母さんいわく「今

だったら入れなかったでしょうね。もぐりで入り

ました。うちの子は｡」とかって言ってましたけ

れども。

いわゆる今でいう特別支援学級なんかにも入ら

ないで、小学校、中学校とやってきて、高校年代

は近くの地域の高等学校のサークルで課外活動だ

けで参加するというかたちでやってました。その

お母さんが、お子さんが同じ自閉症ということで

付き合いがあった方がいらっしゃって、その人は

自閉症親の会で出てこられて、そのお子さんもず

い分重い（自閉症の）お子さんで、日本で自閉症

の第何例というくらいの早い時期のお子さんでし

た。そのお母さんと知り合って、しばらくしてか

ら言われた言葉がすごいやっぱりショッキングで、

いつも思い出すんですけど、何かっていうと、そ

のお母さんも小学校、中学校と普通校でやってき

た。学校で結樹問題行動があって自傷行為、他書

行為もあって大変に苦労したはずなんです。その

お母さんが、その子が二十歳くらいになってから

の話なんですけれども、「自閉症は治ってもらっ

たら困る」というのをおっしゃったんです。自閉

症が治ってもらったら困るというふうに聞きます

と「えっ？」って思いますよね。どういうことな

んだろうというと、聞くとよくわかる。

何かというと、一つはですね、自閉症は、こう

いう療法をやれば治るんだみたいなことを盛んに

言うことがありますよね。－時は薬物療法で治る
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なんてことが、新聞で報道されたりしました。厚

生省の薬物研究班が新薬を開発したということで、

新聞のトップの記事に載ったりしたものですから、

その研究班のところに所属している医者の勤めて

いる病院に列ができる。うちの子に試してほしい

というふうに。そういうかたちで病院ショッピン

グみたいなことを言われますけれども、ほんとに

親御さんたちが必死の思いで振り回されている。

その姿を見るつど嫌だなと思う。

もう一つが、この方が根本的な話です。何かと

いうと、風邪が治るみたいに当然治るなら治った

方がいいわけです。楽ですから。早く治ってほし

い。人間ってきわめて複雑な生き物で、風邪が治

るみたいに簡単に治るものじゃないっていうこと

はよくわかった。つくづく、子どもと付き合って

みて、風邪が治るみたいに簡単に治る、そんなも

のじゃない。そうだとすると、その上で、なおか

つ治る、治るという思いでその子どもと暮らすと

いうことは、治っていない、現にしんどい思いを

まだしているその子どもを否定しているに等しい

んじゃないか。治るという思いで、治るというイ

メージでその子どもに関わるということは、現に

目の前にいる今のこの子を否定しているに等しい

んじゃないか。自閉症が治ってもらったら困ると

お母さんがおっしゃるのは、この子のままで私は

引き受けて一緒に生きていきますということを、

積極的な意味合いをこめて言っているということ

だと思います。人間にはどうしようもなさがあり

ます。

それはもちろん自閉症が治るんであれば、風邪

薬を飲んだら治るみたいに、治るんであれば、僕

だって治ることを否定はしません。だけどそんな

単純じゃないことはよくわかっているわけです。

できなさを引き受けて一緒にやりましようってい

うのが基本じゃないかと思うんです。治る、治る

というイメージで関わることのいびつさみたいな

ことを、私たちはもう一度考え直す必要があるん

じゃないかと思います。

そういうことも含めて、「生きるかたち」を私

たちが共にどう考えたらいいのかっていうことが、

本来の特別支援教育のありようかなあと思うんで

す。私の話はいつも暗いんで、「そんな暗いこと

ばっかり言ってどうするんですか！」って言われ

るんですけれども、明かりをつけようと思うから

には、暗さを確認しとかないといけない。暗いと

思うから明かりをつけようという気になるわけで

あって、暗さをしっかり見つめるっていうことが、

とりあえず大事かなあということを、終わりの言

葉にしたいと思います。どうもご静聴ありがとう

ございます。

※文責障害児教育実践センター専任

浦崎武
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